
ふるさとをこよなく愛する住民が、 地元の魅力を発信！
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活性化委員会～
多鯰ヶ池を観光資源として捉え、地域内外にその魅力を発信する「浜湯山・多鯰ヶ池活性化委員会」。

活動について、委員長の飼
かい

牛
ご

明
あきら

さんにお話を伺いました。

地元の宝、多鯰ケ池
　多鯰ヶ池の水は、江戸時代後期から池周辺の農
業用水として利用され、地元の浜湯山と山

やま
湯
ゆ

山
やま

の
住民が150年以上も前から、地域を挙げて維持管理
を行ってきました※（１）。「池の水がないと田んぼが
できなかった。多鯰ヶ池は昔から地域にとってとて
も重要な池」と飼

かい
牛
ご

さんは言います。
　多鯰ヶ池は、山陰海岸ジオパーク鳥取砂丘エリア
内にあります。平成20年に山陰海岸ジオパークが
世界ジオパークネットワークに加盟認定されたこ
とがきっかけとなり、地元の宝である多鯰ケ池を美
しく保ち、その魅力を住民だけでなく外に向けて
も発信したいという想いが強くなったといいます。
　平成28年、多鯰ヶ池周辺の環境保全と地域活性
化を目的として浜湯山集落の住民有志25名で「浜湯
山・多鯰ヶ池活性化委員会」（以下、「委員会」とい
う）を結成しました。

クラウドファンディングでやる気に火が
付く！
　砂丘トンネルを抜けると右手に多鯰ヶ池が広がり
ますが、県道沿いは、雑木林と大きく育った砂防林
の松が茂り、多鯰ヶ池が全く見えない状況でした。そ
こで、池が目の前に広がる昔の風景を取り戻そうと、
平成29年から委員会が３年かけてボランティアで草
刈りや間伐を行ってきました。このとき、伐採用の
防護服などの購入資金を集めるために県の支援によ
りクラウドファンディングを実施。「クラウドファン
ディングなんてやったことなくて。よくわからなかっ
たけど、軽い気持ちで始めたら、３日で目標金額に
達成して。みんな感激したし、やる気に火がつきまし
たね。じゃあ次は何をしよう！って」と、うれしそう
に話す飼牛さん。地元の歴史を寸劇にして子どもたち
に披露してはどうかとメンバーからも提案があった
そうです。クラウドファンディングをとおして活動へ
の評価が実感できたことが、一人ひとりの自信につ
ながっています。
　「メンバーのほとんどが専業農家なので活動がしや

メンバーが集う小屋は、まるで秘密基地のよう

メンバーはこの地で生まれ育ち、ほとんどが二十世紀梨と砂丘らっきょうの

生産農家。この辺は、梨狩りやらっきょうを掘る体験とか外から来た人の恩

恵を受けて観光で成り立っている地域。ここが廃れるとみんな困る。人が来て

ほしい。だからきれいにしたいし、恩返しという気持ちがあるんですよ！

01



すい」と話す飼牛さん。「農家だから、トラクターも
チェーンソーもユンボもある。農閑期や雨のときは活
動時間もとりやすい。農家であることが最大の強み」
と続けます。

目玉の、いかだレース！
　委員会では、平成29年から毎年７月にいかだ
レースを主催。プログラムの企画から会場設営、イ
ベント運営まで全て自分たちで行います。手作りい
かだに乗って速さを競い、１位、２位、３位、特
別賞の他、池に落ちてしまったチームには「ドボン
賞」も用意されています。記念すべき第１回は、１
チーム４名で20チームが出場。いかだレースのほ
か、アヒルのおもちゃに子どもたちが自分の名前
を書き、暗

あん
渠
きょ

の中を流して順位を競う「アヒルレー
ス」なども企画し、毎年工夫を凝らします。
　いかだレースには地元はもちろん県外チームも
参加。多鯰ヶ池を地域の観光資源として活用しなが
ら外から人を呼び込み、その魅力を発信していま
す。
　また、浜湯山地区の今と昔の地形についてジオ
ラマを制作したり、遊休農地を活用した子どもた
ちへの農業体験や、鳥取市の委託で除雪作業を行っ
たりするなど、活動は多岐に渡ります。

多鯰ヶ池で開催される「いかだレース」 池周辺の環境整備。メンバーは、一声かければいつでも快く参加し
てくれる元気な人たちばかり

　通学路途中の遊休農地でスイカやイチゴを栽培し、収穫祭や
納涼祭で子どもたちに振る舞います。ここは、メンバーのご厚
意で借りた畑で「こどものうえん」と名付けられ、子どもたち
への農業体験や地域の交流の場となっています。

　除雪作業は今年で３年目。2.7キロメートルもの距離を除雪
するほか、独居の方の家はスコップで玄関先まで除雪をし、高
齢者からもとても感謝されています。

　※（１）江戸時代後期まで農業と漁業で生計を　※（１）江戸時代後期まで農業と漁業で生計を
立てていたのを、先人が多鯰ヶ池と湯山池を隔て立てていたのを、先人が多鯰ヶ池と湯山池を隔て
る峠の下に長さ385メートルの地下水路（暗渠）る峠の下に長さ385メートルの地下水路（暗渠）
を造り、落差を利用した多鯰ヶ池からの水流で砂を造り、落差を利用した多鯰ヶ池からの水流で砂
を流し湯山池を干拓。水田は、豊かな農産物と豊を流し湯山池を干拓。水田は、豊かな農産物と豊
かな暮らしをもたらしました。かな暮らしをもたらしました。
　現在は、梨・らっきょうなどの農産物が栽培さ　現在は、梨・らっきょうなどの農産物が栽培さ
れ、池周辺には、弁天宮・お種社などがあり住民れ、池周辺には、弁天宮・お種社などがあり住民
にとって信仰の場でもあります。にとって信仰の場でもあります。
　　　 豆知識：昭和30年ごろまでは、手漕ぎ　　　 豆知識：昭和30年ごろまでは、手漕ぎ

ボートが30隻ほどあり、観光地としてとてもボートが30隻ほどあり、観光地としてとても
有名だったそうです！有名だったそうです！

大切な地元の宝、多鯰ヶ池
大切な地元の宝、多鯰ヶ池
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※（２）地元の歴史を伝える	
　寸劇
　お殿様と家老、地元の
測量士で宿

しゅく
院
いん
義
ぎ
般
はん
という

人が登場します。測量す
る様子や兵庫県の生野銀
山から抗夫を雇い暗渠を
掘る様子、埋め立てて田
んぼが完成しお米ができ
て農民たちが喜ぶ様子な
どが演じられます。

　これまで、鳥取市立福部未来学園に講師として
招かれ、地元の歴史について話をしたことも。昨年
は、福部未来学園と一緒に「福部歴史読本」をまと
めました。「おじいさんおばあさんに話を聞いて、
古い写真があったら持ってきて！」と子どもたちに
頼んだという飼牛さん。完成した冊子はとてもわか
りやすいと好評で、委員会のホームページでも見
ることができます。

集まって語る小屋は、まるで秘密基地
　「活動はスムーズですよ。日頃からここで飲んで
いるからね。今度はあれしよう！これしよう！っ
て、いろんな意見がでますよ」と飼牛さん。仲間と
手作りした小屋の中央には薪ストーブが置かれ、メ
ンバーや地域住民が集まりおいしいものを食べな
がら語り合います。小屋には調理器具の他、パソコ
ンやプロジェクターも完備。ここで補助金申請のた
めのプレゼンの練習をすることも。必要なものは全
て揃い、まるで秘密基地のようです。
　「浜湯山・山湯山は既に活動が軌道に乗っている
ので、今後は福部町でももっと活動を広げていき
たい」と今後の目標を話す飼牛さん。ふるさとをこ
よなく愛する住民が、地元を活性化しその魅力を
発信する活動を継続中です！

連 絡 先 浜湯山・多鯰ヶ池
活性化委員会

〒689-0105　鳥取市福部町湯山1475
【委員長】　飼

か い

牛
ご

　明
あきら

さん　090-7501-9930
ホームページ URL：https://www.tanegaike.com/

委員長の飼牛さん

　今年初めての試みとして、

委員会は寸劇※（２）に挑戦！

 11月の福部町文化祭でメン

バーが演じる予定にしていたと

ころ、新型コロナウイルスの影

響で中止。

　　「 発表できる場があれば、

出かけて行って披露したい！」

とメンバーは意気込みます。

委員会と福部未来学園でまと
めた「福部歴史読本」

地域探検隊
　令和元年10月10日（木）、福部未来学園５年生
が、飼牛さんの説明を受けながら地域をめぐり、
福部の文化や歴史を学びました。
文化祭での発表

　探検で学んだことを劇にして、令和元年11月２
日（土）に開催された学園文化祭で、保護者や地
域の皆様に発表しました。
福部歴史読本の発行

　昨年度、多鯰ヶ池活性化委員会の皆様を中心に
編纂が進められていた「福部歴史読本」に、探検
隊で収集した情報も加えていただき、今年度初め
に完成しました。
　そして、令和２年６月30日（火）本学園にて贈呈式
が行われ、５・６年生が参加し、飼牛さんからふるさ
と福部を思う気持ちと激励のお言葉をいただきました。

今後の予定

　今年も「地域探検隊」として、５年生が飼牛さ
んたちとともに福部地域に出かけます。

委員会と福部未来学園との取組を紹介します！

学園生の感想学園生の感想
　飼牛さんは、福部の歴史をたくさん知っておら
れてびっくりしました。そして、私たちの質問にも丁
寧にこたえてくださり、本当に福部のことが大好き
なんだと思いました。これからも、もっと福部のこ
とを教えていただきたいです。

寄稿：鳥取市立福部未来学園　副校長　長谷川 理恵さん

地域探検隊で多鯰ヶ池を訪問
福部未来学園文化祭で劇を発表
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